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お願い

本書および本書で紹介する製品をご使用になる前に、 13 ページの『特記事項』に記載されている情報をお読みください。

本書は、IBM PowerHA SystemMirror 7.2.2 Standard Edition for AIX および新しい版で明記されていない限り、
以降のすべてのリリースおよびモディフィケーションに適用されます。

お客様の環境によっては、資料中の円記号がバックスラッシュと表示されたり、バックスラッシュが円記号と表示さ
れたりする場合があります。

　

原典： IBM PowerHA SystemMirror for AIX
Standard Edition
Version 7.2.2
PowerHA SystemMirror Graphical User
Interface
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本書について

本書は、PowerHA® SystemMirror® for AIX® によるクラスターの表示およびモニターについて説明しま
す。

強調表示
本書では、次の強調表示規則を使用しています。

太字 コマンド、サブルーチン、キーワード、ファイル、構造体、ディレクトリー、およびシステムによって名前
が事前に定義されているその他の項目を表します。また、ユーザーが選択するボタン、ラベル、アイコンな
どのグラフィック・オブジェクトも示します。

イタリック ユーザーが実際の名前や値を指定するパラメーターを示します。

モノスペース 具体的なデータ値の例、表示される可能性があるテキストの例、プログラマーとして作成する可能性がある
プログラム・コードの一部の例、システムからのメッセージ、またはユーザーが実際に入力する必要がある
情報を示します。

AIX での大/小文字の区別
AIX オペレーティング・システムでは、すべて英大文字と小文字を区別します。例えば、ls コマンドを使
用するとファイルをリストできます。 LS と入力すると、システムはそのコマンドが is not found (見つ
からない) と応答します。同様に、FILEA、FiLea、および filea は、同じディレクトリーにある場合で
も、3 つの異なるファイル名です。予期しない処理が実行されないように、常に正しい大/小文字を使用す
るようにしてください。

ISO 9000
当製品の開発および製造には、ISO 9000 登録品質システムが使用されました。

関連情報
v PowerHA SystemMirror バージョン 7.2.2 for AIX PDF 資料は、『PowerHA SystemMirror 7.2.2 の

PDF』のトピックで入手可能です。

v PowerHA SystemMirror バージョン 7.2.2 for AIX リリース・ノートは、『PowerHA SystemMirror
7.2.2 リリース・ノート』のトピックで入手可能です。
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PowerHA SystemMirror グラフィカル・ユーザー・インターフェ
ース (GUI)

PowerHA SystemMirror バージョン 7.2.2 for AIX では、グラフィカル・ユーザー・インターフェース
(GUI) を使用してクラスター環境をモニターできます。

PowerHA SystemMirror コマンド行と比較して、PowerHA SystemMirror GUI には以下の利点がありま
す。

v ご使用の環境におけるクラスター、サイト、ノード、およびリソース・グループのすべてをモニターで
きます。

v イベント要約をスキャンし、イベントごとの詳細な説明を調べることができます。環境におけるエラー
または問題が原因でイベントが発生した場合、問題修正のために推奨されるソリューションを調べるこ
とができます。

v ログ・ファイルを検索および比較できます。また、重要な情報を調べて識別するうえで、ログ・ファイ
ルは分かりやすいフォーマットになっています。

v クラスターのプロパティー (PowerHA SystemMirror バージョン、サイトおよびノードの名前、リポジ
トリー・ディスク情報など) を表示できます。

PowerHA SystemMirror グラフィカル・ユーザー・インターフェースの新
機能
PowerHA SystemMirror グラフィカル・ユーザー・インターフェースのトピック集の新規情報または重要
な変更点について説明しています。

新規情報または変更情報の参照方法

この PDF ファイルでは、左マージンに新規情報と変更情報を識別するリビジョン・バー (|) が表示され
る場合があります。

2017 年 12 月

以下の情報は、このトピック集に加えられた更新の要約です。

v 次の新規トピックが追加されました。

– PowerHA SystemMirror バージョン 7.2.2 for AIX では、 10 ページの『クラスター・ゾーン』
の概念がサポートされます。

v 以下のトピックが更新されました。

– PowerHA SystemMirror グラフィカル・ユーザー・インターフェース (GUI)

– PowerHA SystemMirror の計画

– PowerHA SystemMirror のインストール

– PowerHA SystemMirror GUI へのログイン

– PowerHA SystemMirror GUI のナビゲート

– 8 ページの『ログ・ファイル』

© Copyright IBM Corp. 2017 1



PowerHA SystemMirror GUI の計画
PowerHA SystemMirror GUI をインストールするためには、ご使用の環境が一定の要件を満たしている
必要があります。

AIX オペレーティング・システムの要件

cluster.es.smui.agent ファイルセットと cluster.es.smui.common ファイルセットをインストールする先
のクラスター内のノードでは、以下のいずれかのバージョンの AIX オペレーティング・システムが稼働し
ている必要があります。

v AIX バージョン 7.1 Service Pack 6 以降

v AIX バージョン 7.2 ServicePack 1 以降

注:

v PowerHA SystemMirror GUI を使用する前に、各ノード上にセキュア・シェル (SSH) をインストール
および構成する必要があります。

v PowerHA SystemMirror GUI サーバーとして使用されるシステム上に、OpenSSL および OpenSSH
をインストールする必要があります。

v AIX オペレーティング・システム用の最新のフィックスは、Fix Central Web サイトからインストール
できます。

PowerHA SystemMirror GUI を使用するには、以下のファイルセットをインストールする必要がありま
す。

cluster.es.smui.agent
cluster.es.smui.agent ファイルセットは、GUI エージェント・ファイルセットとも呼ばれます。
この GUI エージェント・ファイルセットは、GUI サーバー・ファイルセットをインストールする
のに使用されたシステムと通信します。このファイルセットは、PowerHA SystemMirror GUI で
管理したいあらゆるクラスター内のすべてのノード上にインストールする必要があります。このフ
ァイルセットは、異なるバージョンの PowerHA SystemMirror にインストールすることができま
す。詳しくは、『以前のバージョンの PowerHA SystemMirror の管理』を参照してください。

cluster.es.smui.common
このファイルセットは、cluster.es.smui.server (GUI サーバー) ファイルセットおよび
cluster.es.smui.agent (GUI エージェント) ファイルセットと一緒にインストールする必要があ
ります。

cluster.es.smui.server
cluster.es.smui.server ファイルセットは、GUI サーバー・ファイルセットとも呼ばれます。
PowerHA SystemMirror GUI を使用してクラスターを管理するために、GUI サーバー・ファイル
セットは、通常、1 つのシステム上にのみインストールします。このファイルセットは、
PowerHA SystemMirror バージョン 7.2.2 for AIX 以降が稼働しているクラスター上、または構
成済みのクラスターのない AIX LPAR 上にインストールすることができます。

以前のバージョンの PowerHA SystemMirror の管理

PowerHA SystemMirror 7.2.2 では、PowerHA SystemMirror GUI を使用して、以下のバージョンの
PowerHA SystemMirror を稼働しているクラスターをモニターすることができます。

v PowerHA SystemMirror7.1.3 SP 7 以降

v PowerHA SystemMirror7.2.0 SP 3 以降
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|

|

|

|

https://www.ibm.com/support/fixcentral/


v PowerHA SystemMirror 7.2.1

PowerHA SystemMirror 7.2.2 で提供される完全管理機能は、PowerHA SystemMirror 7.2.2、または
PowerHA SystemMirror 7.2.1 SP 2 以降が稼働しているクラスターに対してのみ使用できます。旧バージ
ョンの PowerHA SystemMirror の場合、サポートされるのはモニター機能のみです。

PowerHA SystemMirror GUI を使用して管理したいすべてのノード上に、cluster.es.smui.common ファ
イルセットおよび cluster.es.smui.agent ファイルセットをインストールする必要があります。これらの
ファイルセットを初めてインストールする場合は、mit install_all コマンドを実行します。該当のファイ
ルセットが既にインストールされている場合は、smit update_all コマンドを実行して、新しいサービス・
パックを適用します。

クラスターの追加

クラスターを PowerHA SystemMirror GUI に追加する必要があります。クラスターを PowerHA
SystemMirror GUI に追加する場合、PowerHA SystemMirror GUI サーバーとクラスター内の 1 つのノ
ードとの間の認証を容易にするために、セキュア・シェル (SSH) を構成しておく必要があります。

OpenSSL および OpenSSH を、PowerHA SystemMirror GUI サーバーで使用されるシステムにインスト
ールする必要があります。 OpenSSL は、PowerHA SystemMirror GUI サーバーとクラスター内のノー
ドとの間で安全な通信を行うために使用されます。詳しくは、OpenSSL Web サイトと OpenSSH Web
サイトを参照してください。

SSH ファイル転送プロトコル (SFTP) サブシステムが、PowerHA SystemMirror GUI サーバーとクラス
ター内のノードとの間で動作するよう構成されている必要があります。 SFTP サブシステムが正しく構成
されていることを /etc/ssh/sshd_config ファイルで確認でき、次のパスが正しいことを確認できます。

Subsystem sftp /usr/sbin/sftp-server

パスが正しくない場合は、正しいパスを /etc/ssh/sshd_config ファイルに入力してから、sshd サブシス
テムを再始動する必要があります。

クラスターを PowerHA SystemMirror GUI に追加する前に、クラスター環境に関する以下の情報を収集
してください。

注: クラスター内の 1 つのノードにのみ接続する必要があります。ノードが接続された後、PowerHA
SystemMirror GUI は自動的にクラスター内の他のすべてのノードを追加します。

v ホスト名または IP アドレス

v ユーザー ID および対応するパスワード

v SSH パスワードまたは SSH 鍵のロケーション

サポート対象の Web ブラウザー

PowerHA SystemMirror GUI は、以下の Web ブラウザーでサポートされています。

v Google Chrome バージョン 50 以降

v Firefox バージョン 45 以降

関連情報:

IBM Fix Central
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PowerHA SystemMirror GUI のインストール
PowerHA SystemMirror GUIファイルセットは、PowerHA SystemMirror バージョン 7.2.2 for AIX 以
降のメディアにあります。

PowerHA SystemMirror GUI サーバーは、PowerHA SystemMirror 7.1.3 SP 7 以降、および PowerHA
SystemMirror 7.2.0 SP 3 以降のリリースでインストールされたクラスターをモニターします。

PowerHA SystemMirror GUI を使用するためには、以下のファイルセットをインストールします。

cluster.es.smui.agent
このファイルセットにより、エージェント・ファイルがインストールされます。このファイルセッ
トをインストールしても、エージェントは始動しません。このファイルセットは、smit install_all
コマンドを使用して PowerHA SystemMirror バージョン 7.2.2 for AIX 以降をインストールした
ときに自動的にインストールされます。このエージェントは、クラスターが PowerHA
SystemMirror GUI に追加されると、構成され、始動します。

注: smit update_all コマンドを使用して cluster.es.smui.agent ファイルセットをインストール
することはできません。smit update_all コマンドを実行後に、cluster.es.smui.agent ファイル
セットを別途、インストールする必要があります。

cluster.es.smui.common
このファイルセットにより、エージェントと PowerHA SystemMirror GUI サーバーの両方が必
要とする共通ファイルがインストールされます。このファイルセットは、smit install_all コマン
ドを使用して PowerHA SystemMirror バージョン 7.2.2 for AIX 以降をインストールしたときに
自動的にインストールされます。

注: smit update_all コマンドを使用して cluster.es.smui.common ファイルセットをインストー
ルすることはできません。smit update_all コマンドを実行後に、cluster.es.smui.common ファイ
ルセットを別途、インストールする必要があります。

cluster.es.smui.server
このファイルセットにより、PowerHA SystemMirror GUI サーバー・ファイルがインストールさ
れます。 cluster.es.smui.server ファイルセットのインストール先であるノードを、PowerHA
SystemMirror GUI サーバーと呼びます。このファイルセットをインストールしても、サーバーは
始動しません。このファイルセットは、クラスター内のすべてのノードや、管理対象となるすべて
のクラスターにインストールする必要はありません。このファイルセットを 1 つのノードにイン
ストールするだけで、複数のクラスターを管理できます。

このファイルセットをインストールするには、以下の手順を実行します。

1. コマンド行で smit install_latestを実行します。

2. cluster.es.smui.server ファイルセットが入っている入力装置またはディレクトリーを指定し
ます。

3. リストから cluster.es.smui.server ファイルセットを選択します。

4. Enter を押して、目的のファイルセットをインストールします。

cluster.es.smui.server ファイルセットをインストールした後、/usr/es/sbin/cluster/ui/server/bin/
smuiinst.ksh コマンドを実行してインストール・プロセスを完了する必要があります。 smuiinst.ksh コ
マンドは自動的に、PowerHA SystemMirror GUI インストール・プロセスを完了するために必要な残り
のファイルをダウンロードしてインストールします。このようなダウンロード対象ファイルは General
Public License (GPL) の下でライセンスされているため、上記ファイルセットには同梱されていません。
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smuiinst.ksh コマンドを実行するには、PowerHA SystemMirror GUI サーバーにインターネット・アク
セス、またはインターネットへのアクセスを許可するよう構成された HTTP プロキシーが必要です。
HTTP プロキシーを使用している場合、smuiinst.ksh -p コマンドを実行して、プロキシー情報を指定す
るか、あるいは http_proxy 環境変数を使用してプロキシー情報を指定する必要があります。

PowerHA SystemMirror GUI サーバーでインターネット・アクセスが行われない場合は、以下の手順を
実行します。

1. インターネット・アクセスが行われている AIX オペレーティング・システムが稼働しているシステム
に、GUI サーバーから smuiinst.ksh ファイルをコピーします。

2. smuiinst.ksh -d /directory コマンド (/directory は、ファイルをダウンロードする先のロケーション)
を実行します。例:/smuiinst.ksh –d /tmp/smui_rpms

3. ダウンロードしたファイル (/tmp/smui_rpms) を、PowerHA SystemMirror GUI サーバー上のディレ
クトリーにコピーします。

4. PowerHA SystemMirror GUI サーバーから、smuiinst.ksh -i /directory コマンドを実行します。こ
こで、/directory は、ダウンロードしたファイルをコピーしたロケーション (/tmp/smui_rpms) です。

smuiinst.ksh コマンドが完了した後、PowerHA SystemMirror GUI サーバーの URL を示すメッセージ
が表示されます。示されている URL を Web ブラウザーに入力し、ナビゲーション・ペインの「ヘルス

要約」 メニューで、

 

アイコンをクリックして、「クラスターの作成」オプションを選択します。

関連資料:

10 ページの『PowerHA SystemMirror GUI トラブルシューティング』
PowerHA SystemMirror GUI のトラブルシューティングにはログ・ファイルが役立ちます。

PowerHA SystemMirror GUI へのログイン
PowerHA SystemMirror GUI をインストールした後、Web ブラウザーから PowerHA SystemMirror
GUI にログインできます。

PowerHA SystemMirror GUI にログインするには、以下の手順を実行します。

1. サポートされている Web ブラウザーを開き、https://HostName:8080/#/login (HostName は
cluster.es.smui.server ファイルセットがインストールされているシステム) と入力します。

2. ログイン・ページで、ユーザー名とパスワードを入力して「ログイン」をクリックします。ログインす
るシステムに用意されている既存のユーザー名とパスワードを使用できます。

注: PowerHA SystemMirror GUI に初めてログインするときは、クラスターを GUI に追加するか、また
は新しいクラスターを作成する必要があります。

既存のクラスターを PowerHA SystemMirror GUI に追加するには、以下の手順を実行します。

1. ナビゲーション・ペインで、

 

アイコンをクリックします。

2. 「クラスターの追加」をクリックします。

3. 必要な情報をすべて入力します。

4. 「クラスターのディスカバー」をクリックします。

PowerHA SystemMirror GUI 用の新しいクラスターを作成するには、以下の手順を実行します。

1. ナビゲーション・ペインで、

 

アイコンをクリックします。
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2. 「クラスターの作成」をクリックします。

3. 必要な情報をすべて入力します。

4. 「完了」をクリックします。

PowerHA SystemMirror GUI のナビゲート
PowerHA SystemMirror グラフィカル・ユーザー・インターフェース (GUI) には、PowerHA
SystemMirror 環境をモニターできる Web ブラウザー・インターフェースが用意されています。

ヘルス要約

PowerHA SystemMirror GUI では、環境内のクラスターのイベントすべてを簡単に調べることができま
す。次の図は、イベントおよび状況を調べるために使用される、PowerHA SystemMirror GUI のさまざ
まな領域を示しています。

 

ナビゲーション・ペイン
この領域には、PowerHA SystemMirror GUI によって検出された階層におけるゾーン、クラスタ
ー、サイト、ノード、およびリソース・グループが表示されます。クリックすると、クラスターご
とのリソースを調べることができます。

注: クラスターはアルファベット順に表示されます。ただし、「クリティカル」または「警告」状
態のクラスターは、リストの先頭にリストされます。

 

ヘルス要約

このメニューでは、選択された項目に対するクラスター管理機能が提供されます。 「ヘルス

図 1. ヘルス要約
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要約」メニューから、「クラスターの追加」、「ゾーンの作成 (Create Zone)」、「クラスターの
削除」、または「クラスターの作成」を選択できます。

 

スコアボード
この領域には、「クリティカル」、「警告」、または「保守」状態のゾーン、クラスター、ノー
ド、およびリソース・グループの数が表示されます。「クリティカル」、「警告」、または「保
守」をクリックすると、指定したリソースに関するメッセージをすべて調べることができます。例
えば、図 1 には 5 つのリソース・グループが示されています。警告アイコンが強調表示されてい
るときに、その警告アイコンをクリックすると、5 つのリソース・グループに関するメッセージす
べて (クリティカル、警告、および通常) が表示されます。

 

イベント・フィルター
この領域では、アイコンをクリックすることによって、その特定の状態に対応する、環境における
イベントすべてが表示されます。また、特定のイベント名を検索することもできます。

 

イベント・タイムライン

この領域には、いつイベントが発生したかを示すタイムライン上にイベントが表示されます。この
領域では、問題の原因となるイベントの進行状況を調べることができます。 + キーまたは - キ
ー、あるいはマウス・ホイールを使用して、時刻範囲をズームイン/ズームアウトすることができ
ます。

 

イベント・リスト
この領域には、イベントの名前、それぞれのイベントが発生した時刻、およびイベントの説明が表
示されます。この領域に表示される情報は、イベント・タイムライン域で選択したイベントに対応
しています。発生した最新のイベントが最初に表示されます。この領域をクリックすると、イベン
トに関する詳細情報 (考えられる原因や推奨アクションなど) を表示できます。

 

アクション・メニュー
この領域には、以下のメニュー・オプションが表示されます。

ユーザー管理
PowerHA SystemMirror GUI により、管理者は、「ユーザー管理」メニューを使用して
ユーザーの作成および管理を行うことができます。管理者は、新規ユーザーに組み込みロ
ールを割り当てることができます。

注: PowerHA SystemMirror GUI に追加できるのは、ホストで定義されたユーザー名のみ
です。

ロール管理
「ロール管理 (Role Management)」タブに、ユーザーごとの使用可能なロールに関する情
報が表示されます。管理者は、カスタム・ロールを作成し、さまざまなユーザーに許可を
付与できます。PowerHA SystemMirror GUI は、次のロールを提供します。

v ha_root

v ha_mon

v ha_op

v ha_admin
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ゾーン管理
クラスターのグループであるゾーンを作成できます。管理者は、ゾーンを作成し、1 つの
ゾーンに任意の数のクラスターを割り当てることができます。新規ゾーンの追加や、既存
のゾーンの編集も可能です。

アクティビティー・ログの表示
「アクティビティー・ログの表示 (View Activity Log)」タブを使用すると、ユーザー管
理およびゾーン管理に関するすべての情報を表示できます。この表示には、クラスター、
ロール、適用範囲、またはユーザー管理の変更点の正確なイベントを検索するための各種
フィルターが用意されています。

ログ・ファイル
PowerHA SystemMirror GUI では、クラスター内のすべてのファイルに関するログ情報を表示するオプ
ションが用意されています。

ログ・ファイル

PowerHA SystemMirror GUI に表示されているログ・ファイルを簡単に比較して識別できるように、ロ
グ・ファイルは特定のカラーに対応しています。例えば、次の図では、hacmp.out ファイル用のログ・フ
ァイルはすべて青で表示され、cluster.log ファイル用のログ・ファイルはすべて黄色で表示されていま
す。

次の図は、ログ・ファイルを調べるために使用される、PowerHA SystemMirror GUI のさまざまな領域
を示しています。

図 2. ログ・ファイル

8 PowerHA SystemMirror グラフィカル・ユーザー・インターフェース

|

|

|

|

|

|

|

|

|



検索語
以下の定義済み検索語をクリックすると、指定した語をログ・ファイル内で検索することができま
す。

v error

v fail

v could not

矢印 < および > をクリックすると、選択したログ・ファイル内で、検索語の前のインスタンスと
次のインスタンスに移動することができます。また、独自の検索語を入力して、ユーザー定義の検
索語を作成することもできます。ユーザー定義の検索語は、定義済み検索語と同じように機能しま
す。例えば前の図では、preamble がユーザー定義の検索語です。

 

ログ・ファイル選択
PowerHA SystemMirror GUI では、以下のログ・ファイルを調べることができます。

v hacmp.out

v errpt

v clutils.log

v clverify.log

v autoverify.log

v clstrmgr.debug

v cluster.log

注: 最も新しいものと最も古いものを含めて、ログ・ファイルはすべて、マージされて 1 つの大き
なログ・ファイルになっています。例えば、hacmp.out ログ・ファイルを開くと、
hacmp.out.1、hacmp.out.2、および hacmp.out.3 の各ログ・ファイルを、それぞれ別個に調べる
のではなく、1 つのログ・ファイルとして調べることができます。

 

ログ・ファイル・ビューアー
この領域では、ログ・ファイル情報を調べることができます。重要な情報をログ・ファイルで簡単
に見つけられるよう、ログ・ファイル内の縮小セクションにスクリプトが用意されています。ロ
グ・ファイル内のセクションを展開すると、より詳しいスクリプトを調べることができます。ま

た、

 

アイコンをクリックして、ログ・ファイルを別のブラウザー・ウィンドウで開くことも
できます。

特定のクラスターのログ・ファイルを表示するには、以下の手順を実行します。

1. ナビゲーション・メニューで、目的のクラスターを選択して、「クラスターの表示 (View Cluster)」
をクリックします。

2. その特定のクラスターに対応する「ログ」タブをクリックします。

アクティビティー・ログ

PowerHA SystemMirror GUI は、すべての変更関連情報を GUI データベースに記録します。「アクティ
ビティー・ログ」タブを使用すると、その情報を迅速かつ容易に表示することができます。クラスター、リ
ソース・グループ、ロール、ゾーン、およびユーザー・アカウントに対して行われた変更に関する具体的な
履歴情報を検索するのに役立つフィルタリング・オプションが各種用意されています。「アクティビティ
ー・ログ」をダウンロードするオプションが提供されます。ダウンロードしたアクティビティー・ログをコ
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ンマ区切り値 (CSV) ファイルにエクスポートすることもできます。

クラスター・ゾーン
PowerHA SystemMirror バージョン 7.2.2 for AIXでは、クラスター・ゾーンの概念がサポートされま
す。クラスター・ゾーンを使用して、さまざまな方法でクラスターを編成することができます。例えば、す
べての実動クラスター用のゾーン、開発クラスター用の別のゾーン、テスト・クラスター用の別のゾーンな
どを作成することができます。 ゾーンを、クラスターの地理的位置 (例えば、ニューヨーク市内にあるク
ラスターやボストンにあるクラスター) に基づいて編成することもできます。クラスター・ゾーンは、各種
アプリケーション (例えば、DB2 Clusters、WebSphere Clusters) によって編成することもできますし、あ
るいはカスタマー名で編成することもできます。

ゾーン管理

クラスターのグループがゾーンを形成します。管理者は、さまざまなゾーンを作成することができ、1 つの
ゾーンに任意の数のクラスターを割り当てることができます。ただし、1 つのクラスターを複数のゾーンの
メンバーにすることはできません。ゾーンを作成することで、管理者は、ユーザーが特定のクラスターのグ
ループにアクセスできないよう制限することができます。

特定のゾーンについて、ユーザーにアクセスできるようにすることもできます。ユーザーをゾーンに追加し
ない場合、そのユーザーは、ゾーンに関連付けられたクラスターを表示することができません。

注: クラスターがいずれのゾーンにも割り当てられていない場合、そのクラスターは、「未割り当てクラス
ター (Unassigned Cluster)」として表示され、すべての PowerHA SystemMirror GUI ユーザーからアク
セス可能です。

PowerHA SystemMirror GUI を使用してゾーンを作成するには、以下のステップを実行します。

1. アイコンをクリックします。

2. 「ゾーンの管理 (Zone Management)」を選択します。

3. 「ゾーンの追加 (Add zone)」をクリックして、必要な情報をすべて入力します。

4. 「続行」をクリックします。

5. 「ゾーンの管理 (Zone Management)」リストから「クラスター」を選択して、「続行」をクリックし
ます。

6. 「ゾーンの管理 (Zone Management)」リストから「ユーザー」を選択して、「保存」をクリックしま
す。

PowerHA SystemMirror GUI トラブルシューティング
PowerHA SystemMirror GUI のトラブルシューティングにはログ・ファイルが役立ちます。

ログ・ファイル

PowerHA SystemMirror GUI のトラブルシューティングには、以下のログ・ファイルを使用できます。

smui-server.log
このログ・ファイルは、/usr/es/sbin/cluster/ui/server/logs/ ディレクトリーにあります。
smui-server.log ファイルには、PowerHA SystemMirror GUI サーバーに関する情報が入ってい
ます。
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smui-agent.log
このログ・ファイルは、/usr/es/sbin/cluster/ui/agent/logs/ ディレクトリーにあります。
smui-agent.log ファイルには、PowerHA SystemMirror ノードごとにインストールされているエ
ージェントに関する情報が入っています。

notify-event.log
このログ・ファイルは、/usr/es/sbin/cluster/ui/agent/logs/ ディレクトリーにあります。
notify-event.log ファイルには、エージェントから PowerHA SystemMirror サーバーに送信され
た、すべての PowerHA SystemMirror イベントに関する情報が入っています。

PowerHA SystemMirror GUI にログインするときの問題

PowerHA SystemMirror GUI にログインするときに問題が発生した場合は、以下の手順を実行します。

1. 問題があったかどうかを /usr/es/sbin/cluster/ui/server/logs/smui-server.log ファイルで調べま
す。

2. smuiauth コマンドが正しくインストールされていることを確認します。また、/usr/es/sbin/

cluster/ui/server/node_modules/smui-server/lib/auth/smuiauth ディレクトリーで ls -l コマンド
を実行し、smuiauth コマンドに正しい許可があることを確認してください。 ls -l コマンドを実行す
ると、次の例のような出力が表示されます。

-r-x------ 1 root system 21183 Aug 31 21:48

3. smuiauth -h コマンドを実行し、smuiauth コマンドが実行可能であることを確認します。

4. 以下の行を /etc/pam.conf ファイルで見つけて、Pluggable Authentication Module (PAM) フレーム
ワークが正しく構成されていることを確認します。

注: PAM 構成は、cluster.es.smui.server ファイルセットをインストールしたときに行われます。

smuiauth auth required pam_aix
smuiauth account required pam_aix

クラスターを PowerHA SystemMirror GUI に追加するときの問題

クラスターを PowerHA SystemMirror GUI に追加できない場合は、以下の手順を実行します。

1. 問題があったかどうかを /usr/es/sbin/cluster/ui/server/logs/smui-server.log ファイルで調べま
す。

a. sftp 関連のシグニチャー (Received exit code 127 while establishing SFTP session など) がロ
グ・ファイルにある場合、PowerHA SystemMirror GUI サーバーと追加しようと試みているクラ
スターとの間の SSH 通信に問題があります。

b. コマンド行で、SSH ファイル転送プロトコル (SFTP) を使用してターゲット・システムに接続でき
ることを確認します。接続できない場合、ps –ef | grep –w sshd | grep –v grep コマンドを実
行し、PowerHA SystemMirror GUI サーバーとターゲット・ノードでデーモンが動作しているこ
とを確認します。また、SFTP サブシステム構成を /etc/ssh/sshd_config ファイルで確認でき、
次のパスが正しいことを確認できます。

Subsystem sftp /usr/sbin/sftp-server

パスが正しくない場合は、正しいパスを /etc/ssh/sshd_config ファイルに入力してから、sshd

サブシステムを再始動する必要があります。

2. 問題があったかどうかを、ターゲット・クラスター上の /usr/es/sbin/cluster/ui/agent/logs/
agent_deploy.log ファイルで調べます。
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3. 問題があったかどうかを、ターゲット・クラスター上の /usr/es/sbin/cluster/ui/agent/logs/
agent_distribution.log ファイルで調べます。

PowerHA SystemMirror GUI が状況を更新しない

PowerHA SystemMirror GUI がクラスター状況を更新しない、または新しいイベントを表示しない場合
は、以下の手順を実行します。

1. 問題があったかどうかを /usr/es/sbin/cluster/ui/server/logs/smui-server.log ファイルで調べま
す。

2. 問題があったかどうかを /usr/es/sbin/cluster/ui/agent/logs/smui-agent.log ファイルで調べま
す。証明書関連の問題がログ・ファイルにある場合、ターゲット・クラスター上の証明書とサーバー上
の証明書が一致していません。証明書エラーの例:
WebSocket server - Agent authentication failed, remoteAddress:::ffff:10.40.20.186, Reason:SELF_SIGNED_CERT_IN_CHAIN

関連概念:

4 ページの『PowerHA SystemMirror GUI のインストール』
PowerHA SystemMirror GUIファイルセットは、PowerHA SystemMirror バージョン 7.2.2 for AIX 以
降のメディアにあります。
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プライバシー・ポリシーに関する考慮事項
サービス・ソリューションとしてのソフトウェアも含めた IBM® ソフトウェア製品 (「ソフトウェア・オ
ファリング」) では、製品の使用に関する情報の収集、エンド・ユーザーの使用感の向上、エンド・ユーザ
ーとの対話またはその他の目的のために、Cookie はじめさまざまなテクノロジーを使用することがありま
す。多くの場合、ソフトウェア・オファリングにより個人情報が収集されることはありません。 IBM の
「ソフトウェア・オファリング」の一部には、個人情報を収集できる機能を持つものがあります。ご使用の
「ソフトウェア・オファリング」が、これらのCookie およびそれに類するテクノロジーを通じてお客様に
よる個人情報の収集を可能にする場合、以下の具体的事項を確認ください。

この「ソフトウェア・オファリング」は、Cookie もしくはその他のテクノロジーを使用して個人情報を収
集することはありません。

この「ソフトウェア・オファリング」が Cookie およびさまざまなテクノロジーを使用してエンド・ユー
ザーから個人を特定できる情報を収集する機能を提供する場合、お客様は、このような情報を収集するにあ
たって適用される法律、ガイドライン等を遵守する必要があります。これには、エンドユーザーへの通知や
同意の要求も含まれますがそれらには限られません。

このような目的での Cookie などの各種テクノロジーの使用について詳しくは、『IBM オンラインでのプ
ライバシー・ステートメントのハイライト』(http://www.ibm.com/privacy/jp/ja/)、『IBM オンライン
でのプライバシー・ステートメント』(http://www.ibm.com/privacy/details/jp/ja/) の『クッキー、ウェ
ブ・ビーコン、その他のテクノロジー』というタイトルのセクション、および『IBM Software Products
and Software-as-a-Service Privacy Statement』(http://www.ibm.com/software/info/product-privacy)
を参照してください。

商標
IBM、IBM ロゴおよび ibm.com は、世界の多くの国で登録された International Business Machines
Corp. の商標です。他の製品名およびサービス名等は、それぞれ IBM または各社の商標である場合があり
ます。現時点での IBM の商標リストについては、http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご覧く
ださい。
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索引

日本語, 数字, 英字, 特殊文字の順に配列されてい
ます。なお, 濁音と半濁音は清音と同等に扱われて
います。

［ア行］
イベント 6, 8, 10
インストール 4

［カ行］
クラスター・ゾーン 10
計画 2

［タ行］
トラブルシューティング 10

［ナ行］
ナビゲート 6, 8, 10

［ラ行］
ログイン 5
ログ・ファイル 6, 8

© Copyright IBM Corp. 2017 17
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